
市総合
防災訓練

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
危
機
管
理
担
当
部
長
付
☎
948
６
７
９
４
・

934
１
８
１
３
、

西
消
防
署
☎
951
０
８
９
４
・

951
７
３
４
０
へ

　

災
害
時
に
被
災
者
の
避
難
生
活

を
支
援
し
よ
う
と
「
災
害
時
等
に

お
け
る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協

定
」
を
８
月
27
日
、
レ
ン
ゴ
ー
株

式
会
社
松
山
工
場
と
締
結
し
ま
し

た
。
同
社
の
久
保
田
益
造
工
場
長

（
写
真
前
列
右
）
は
「
軽
く
て
丈

夫
な
段
ボ
ー
ル
製
の
簡
易
ベ
ッ
ド

な
ど
を
避
難
所
生
活
で
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

災
害
時
も
冷
静
に

【
日
時
】
11
月
9
日
㈯
14
時
～
15

時
30
分

【
会
場
】
松
山
大
学
（
文
京
町
）

【
対
象
】
清
水
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
参
加
予
定
人
数
】
80
人
程
度

【
申
し
込
み
】
10
月
15
日
㈫
（
必

着
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
、

参
加
申
込
書
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
課
〈
市
役
所
本
館
９
階
〉
・

清
水
公
民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
勤

務
先
（
学
校
名
）
、
地
域
に
つ

い
て
の
意
見
な
ど
を
書
い
て
、

〒
790
８
５
７
１
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
課

tow
n-m
@
city.

matsuyama.ehime.jp

へ

※
託
児
（
無
料
）
希
望
者
は
、
申

込
書
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課
☎
948
６
３
３

３
・

934
２
３
３
６
へ

余土地区
よ ど

No.7No.7

◦
余
土
中
学
校
移
転
後
の
通
学
路

に
危
険
を
感
じ
る
箇
所
が
あ
る
の

で
、
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
ほ
し
い
（
50
代
・
男
性
）

・
公
園
で
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
（
10
代
・
男

性
）

・
余
土
中
学
校
跡
地
を
余
土
地
区

の
イ
ン
フ
ラ
の
中
心
地
に
し
た
い

（
50
代
・
男
性
）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
整
備

し
て
ほ
し
い
（
60
代
・
男
性
）

・
学
校
か
ら
の
帰
り
道
が
不
安
な

の
で
、
も
っ
と
街
灯
を
付
け
て
ほ

し
い
（
10
代
・
女
性
）

・
大
雨
に
よ
る
浸
水
が
心
配
。
鉄

◦
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
余
土
地
区

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
参
加

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
・
関
心
が

湧
い
て
き
ま
し
た�（
30
代
・
女
性
）

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

道
下
の
ト
ン
ネ
ル
拡
幅
な
ど
の
対

策
は
で
き
な
い
か
（
60
代
・
男

性
）

地
区
の
方
の
声

感　

想

参
加
者
募
集

第
11
回=

清
水
地
区

　東日本大震災では震度
６強を記録。野蒜地区で
は高さ10.35㍍の津波を
観測し市全体の36㌫が浸
水。「あの日を忘れずともに
未来へ 東松島一心」をス
ローガンに、新たなまちづく
りなどに取り組んでいる。

９
月
１
日
㈰
開
催

参
加
者
88
人

人
口
＝
２
万
３
０
６
２
人　
　

世
帯
数
＝
９
２
３
４
世
帯　
　

（
９
月
１
日
現
在
）

地域の課題を話す参加者

メモを取りながら活発な意見交換

災害時の避難生活を支援東松島市

　

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
８
月
28
日
、
興
居
島
地
区
で

市
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
地
元
住
民
や
自
主
防
災

組
織
、
関
係
機
関
な
ど
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、
避
難
や

救
出
な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生

時
、
島
東
部
に
あ
る
由
良
港
は
本

市
最
大
の
３
・
９
㍍
の
津
波
高
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
９
時
に
南
海
ト
ラ
フ

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
、
震
度
６
強
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
、
９
時
３
分
に
大
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
動
式
サ
イ
レ
ン
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
の
避
難
指
示
を
受
け
住
民

は
、
各
自
主
防
災
組
織
で
決
め
た

島
内
27
カ
所
の
一
時
避
難
場
所
に

避
難
し
ま
し
た
。避
難
訓
練
後
、興

居
島
中
学
校
に
約
２
０
０
人
が
移

動
し
、
消
火
訓
練
や
倒
壊
家
屋
か

ら
の
救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
島
北
部
に
あ
る
馬
磯
漁
港

沖
で
は
、
地
震
に
よ
る
津
波
の
発

生
で
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
転
覆

し
、
乗
員
３
人
が
海
上
へ
流
さ
れ

救
助
を
求
め
て
い
る
と
の
想
定

で
、
海
難
救
助
訓
練
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

非常持ち出し品の展示

　

リ
ヤ
カ
ー
や
車
椅
子
に
よ
る

避
難
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
実
践
的
な
訓
練
を
積
み

重
ね
て
、
災
害
時
の
冷
静
な
判

断
・
対
応
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

消防救急艇「はやぶさ」 消火器を使って初期消火

けがをした人もリヤカーで一緒に避難

倒壊家屋からの救出 支え合って高台へ

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
本

市
は
延
べ
１
２
２
人
（
９
月
１
日
現
在
）
の
職
員
を
被
災

地
へ
派
遣
し
、
現
在
も
２
人
の
職
員
が
宮
城
県
東
松
島
市

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
防
災
課　

　

�

竹
田 

憲
和
さ
ん

　

災
害
復
旧
支
援
の
た
め
「
地
域

防
災
計
画
」の
見
直
し
、「
津
波
防

災
地
域
づ
く
り
総
合
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
松

島
市
は
東
北
電
力
女お

な
が
わ川

原
子
力
発

電
所
半
径
30
㌔
圏
内
に
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
で
は造成工事中の野蒜地区

原
子
力
災
害
対
策
に
関
す
る
計
画

も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
災
害
発
生
時
、
行
政
施
策

の
「
公
助
」
だ
け
で
は
十
分
な
災

害
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
ら
を

災
害
か
ら
守
る
「
自
助
」
、
地
域

社
会
が
お
互
い
を
守
る
「
共
助
」

と
い
う
地
域
防
災
力
の
強
化
の
た

め
、
市
内
86
の
自
主
防
災
組
織
の

運
営
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
松
島
市
の
皆
さ
ん
と
一
歩
ず

つ
、
復
興
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　

復
興
政
策
部
復
興
都
市
計
画
課

　

�

永
野 

哲
さ
ん

　

被
災
者
の
新
た
な
移
転
先
の
区

画
整
理
事
業
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
東
松
島
市
は
住
宅
用
地
の
65

㌫
が
浸
水
し
て
お
り
、
防
災
集
団

移
転
計
画
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

環
境
と
高
齢
者
に
や
さ
し
い
街
区

を
目
指
し
、
駅
近
接
の
内
陸
部
や

高
台
を
集
団
移
転
地
に
選
定
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
津
波
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
野の

蒜び
る

地
区
は
名

勝
・
松
島
の
保
護
地
区
内
に
あ

り
、
手
続
き
も
通
常
の
地
区
よ
り

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
多
く

の
箇
所
が
山
を
切
っ
て
谷
に
埋
め

て
い
く
と
い
う
大
規
模
工
事
な
の

で
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
重
ダ
ン
プ
を
使
っ
て
造
成
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
者
の
皆
さ
ん
が
一
日
で
も

早
く
移
転
先
で
快
適
に
生
活
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

船
越
自
主
防
災
会　

防
災
士

池
本　

ト
ヨ
子
さ
ん
（
泊
町
）
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